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曖昧さは，自然言語の多くの表現に現れうる遍在的な特徴の 1つである．この曖昧さは，

ソリテス・パラドクスという重大な問題を招きうる．現象的ソリテス・パラドクスは，観

察述語が出現するソリテス・パラドクスの一種である（現象的ソリテス・パラドクスにつ

いては(2)等を参照せよ.）．一方，Goodman(1)における最重要課題の 1つは，感覚質に関す

る順序理論を展開することであった．本発表の目的は，現象的ソリテス・パラドクスを回

避できる観察述語のための論理---観察述語論理(OPL)---を提示することである．我々は，

Goodman の順序理論を測定理論の立場から厳密に分析し，この分析に基づく統計的モデルを

OPL に与えることによってこの目的を達成する．本発表で用いた測定理論に基づくモデル理

論的方法は広汎な射程を持つことに注目されたい（Suzuki(3),(4),(5)および(6)等を参照

せよ．）． 
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